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◆
２
０
１
５
年
Ｌ
日
本
を
訪
れ

た
外
国
人
の
延
べ
宿
泊
者
数
を

藤

。
■
城
濯
に
み
る
と
中
一”
が

最
も
多
く
、
台
湾
、
韓
日
、
香

港
、
米
国
が
続
い
た
。
欧
州
で

は
共
同
が
９
位
、
フ
ラ
ン
ス
が

１１
位
だ
。
と
こ
ろ
が
四
国
で
は

フ
ラ
ン
ス
が
Ｃ
位
に
食
い
込
ん

で
い
る
。
な
ぜ
か

）^
距
山
の

一

端
は
恐
ら
く
香
川
県
丸
亀
市
に

住
む
女
性
の
存
在
に
あ
る
。

◆
Ｎ
Ｐ
〇

一‐四
用
夢
中
人
一
代

表
の
だ
崎
美
恵
さ
ん
は
６２
歳
ｏ

団
体
を
名
乗
る
が
、
０８
年
か
ら

ほ
ぼ
独
力
で
フ
ラ
ン
ス
と
四
国

と
の
文
化
交
流
に
奔
走
し
て
き

た
。
１
人
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

（訪

日
外
国
人
）
誘
致
と
も
い
え
る

書
戦
ぶ
り
は
９
月
に
出
版
さ
れ

た
著
占

「
す
ご
い
お
母
さ
ん
、

Ｅ
Ｕ
の
大
統
領
に
会
う
」

（文

芸
春
秋
）
に
詳
し
い
。

◆
尾
崎
さ
ん
は
丸
亀
市
で
専
業

主
婦
と
し
て
３
人
の
子
育
て
に

追
わ
れ
な
が
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を

学
ん
だ
。
４
歳
で

一
念
発
起
し
、

同
山
大
学
大
学
院
の
仏
文
研
究

科
に
入
学
。
修
了
後
の
０１
年
か

ら
短
大
なヽ
ど
で
ブ
ラ
ン
ス
語
を

教
え
始
め
た
。
０７
年
に
研
修
で

訪
れ
た
パ
リ
で
う
ど
ん
店
が
に

ぎ
わ

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
一
本

場
の
議
岐
う
ど
ん
の
お
い
し
さ
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に
か
ら
れ
た
。

◆
■
業
経
験
や
資
金
、
組
織
も

な
い
中
、
行
政
機
関
や
経
済
団

体
な
ど
を
日
説
い
て
支
援
を
取

り
付
け
、
パ
リ
で
開
か
れ
る
――

本
文
化
の
見
本
市

一
ジ
ャ
バ
ン

・
エ
キ
ス
ポ
」
に
０８
年
か
ら
４

年
続
け
て
出
展
。
議
岐
う
ど
ん

だ
け
で
な
く
四
国
の
魅
力
を
売

り
込
ん
だ
。
ブ

ロ
ガ
ー
ら
発
信

力
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
を
四
鷹

に
招
く
ツ
ア
ー
も
た
び
た
び
実

施
し
、
‐４
年
に
は
俳
句
ツ
ア
ー

に
興
味
を
持

っ
た
欧
州
連
合
の

フ
ァ
ン
ロ
ン
バ
イ
大
統
領

（当

時
）
が
面
会
に
応
じ
た
。

◆
培

っ
た
人
脈
を
生
か
し
、
今

年
９
～
Ю
月
に
も
ベ
ル
ギ
ー
の

プ
リ

ュ
ッ
セ
ル
と
パ
リ
で
四
―‐１

一遍
路
に
関
す
る
講
演
会
を
開
い

た
ば
か
り
。

「
妄
想
が
膨
ら
み

出
す
と
―
´
―‐‐
ま
ら
な
い
」
と
い
う

尾
崎
さ
ん
は
、
か
つ
て
海
連
で

栄
え
た
丸
亀
市
神
の
塩
飽
諸
島

の
歴
史
や
文
化
を
海
外
に
発
信

し
、
島
々
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
新
た
な
企
画
も
練
る
。

，

扁
も

な
い
私
で
つ

〓
浜

で
で
き
た
」
と
い
う
尾
崎
さ
ん

の
挑
戦
は
自
治
体
や
概
光
〓
体

な
ど
に
有
起
を
促
す

一
方
で
、

観
光
の
み
な
ら
ず
地
域
の
た
め

に
一何
か
し
た
い
Ｌ
な
す
人
″
に

大
き
な
励
み
と
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
。
　

（真
鍋
Ｉ
Ｌ
）

フランス人が慕う四国の母


